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令和５年 第４回定例会（12 月）令和５年度　みどり市岩宿文化賞授賞式
　令和５年１１月３日（金）、岩宿文化賞授賞式が笠懸
公民館にて行われ、学生部門賞では、みどり市をはじ
め県内外の学生から４７３人、４０５点の応募があり、
小学生の部、中学生の部、高校生の部から優秀研究賞
を各１点のほか、ユニーク研究賞と努力賞が選ばれま
した。
　受賞された皆さま、誠におめでとうございます。
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令
和
５
年
第
４
回
定
例
会
は
、

11
月
28
日
か
ら
12
月
18
日
ま
で

21
日
間
の
日
程
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
市
長
か
ら
は
、
条
例
改
正
な

ど
23
議
案
が
上
程
さ
れ
、
慎
重

審
議
の
結
果
、
全
て
の
議
案
を

可
決
し
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
15
名
が
登
壇

し
、
市
政
を
質た

だ
し
ま
し
た
。

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
パ
ー
ク
の
整
備
な
ど

補
正
予
算
を
可
決

12月
定例会

論点！
ココ
がギロンの

議 案 審 議

議案に対して質疑がありました

○笠懸第１保育園園舎増築、改修に係る質疑
（議案第７９号：工事請負変更契約の締結について）

問 	 �契約変更後の金額が1億6,522万円の予定となっているが、原契約金額と比べて
1,220万5,600円の増額になった理由は。

答 	 �設計時には正常に稼働していた給食調理室のエアコン、防犯システムなどの故障
が確認されたことや、天井、床下点検口の追加取付など、工事を進めていく中で
必要な変更が発生したことにより増額となった。

問 	 �入札の時期及び工期については。
答 	 �条件付一般競争入札として令和５年４月２７日に開札され、工期については令和
５年５月１５日から令和６年１月３１日までとなっている。

令和 5年度　各会計補正予算一覧表（12月補正）
会計区分 補正額 補正後の額

一 　 般 　 会 　 計 6 億 3,061 万 6千円 231 億 3,077 万円

特 

別 

会 

計
　

太 陽 光 発 電 事 業 530 万 9千円 7,955 万円
国 民 健 康 保 険（ 事 業 勘 定 ） ▲ 911 万 8千円 57億 2,600 万 1千円
後 期 高 齢 者 医 療 ▲ 25万円 69億 235 万 9千円
介 護 保 険（ 保 険 事 業 勘 定 ） 481 万 7千円 47億 6,126 万 1千円
富 弘 美 術 館 事 業 104 万 2千円 1億 2,808 万 8千円
競 艇 事 業 0 円※ 1 1,660 億 6,445 万 2千円

事 

業 

会 

計

簡易水道
収益的収入 第１款 水道事業収益 8 万 4千円 1億 4,163 万 6千円
収益的支出 第１款 水道事業費用 9 万 5千円 1億 3,484 万 5千円

公共下水道

収益的収入 第１款 下水道事業収益 254 万 3千円 7億 4,488 万 7千円
収益的支出 第１款 下水道事業費用 263 万円 6億 6,803 万 1千円
資本的収入 第１款 資本的収入 ▲ 32万 6千円 8億 5,531 万 8千円
資本的支出 第１款 資本的支出 ▲ 20万 6千円 11億 747 万 7千円

※ 1歳出予算の組み替えを表します。
※「▲」は予算の減額を表します。
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賛否が分かれた議案と審議結果

区分 番号

会派
議員名

広和 
クラブ

市民 
クラブ

新政 
クラブ

公
明

ク
ラ
ブ

日
本
共
産
党

ク
ラ
ブ

無
会
派

合計

古
田
島
和
茂

柴
﨑
訓
佳

須
藤
日
米
代

須
永
信
雄

深
澤
輝
彦

中
村
正
義

椎
名
祐
司

上
岡
克
己

阿
左
美
守

堀
内
利
之

金
子
勇
人

松
井
篤

髙
草
木
弘
子

藤
生
吉
顕

塩
野
央
弥

宮
﨑
武

石
原
真
理
子

杉
山
英
行

賛
成
者
数

反
対
者
数

件名

請
願

第２号 「健康保険証の廃止をしないよう求める意見書」を
政府に送付することを求める請願書 × × × × × × × × × × × × × × × × ○ ― 1 16

第４号
国民のいのちと健康を守るため、医療・介護施設へ
の支援を拡充しすべてのケア労働者の賃上げや人員
増を求める請願書

○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 16 1

注１）表決結果の表示について、賛成の場合は「○」、反対の場合は「×」と表示しています。
注２）議長は可否同数以外の場合は、表決に加わらないため「―」と表示しています。

議
案
と
賛
否

議
案
と
賛
否

全員賛成で可決した議案
区分 番号 件名
諮
問 第１号 人権擁護委員候補者の推薦について

議
案

第73号 みどり市職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例につ
いて

第74号 みどり市職員定数条例について

第75号 みどり市報酬費用弁償支給条例の一部を改正する条例について

第76号 みどり市立保育園条例を廃止する条例について

第77号 みどり市営住宅管理条例の一部を改正する条例について

第78号 みどり市立学校設置条例の一部を改正する条例について

第79号 工事請負変更契約の締結について

第80号 工事請負契約の締結について

第81号 財産の取得について

第82号 市道の路線認定について

第83号 令和５年度みどり市一般会計補正予算（第５号）について

第84号 令和５年度みどり市太陽光発電事業特別会計補正予算（第２号）
について

第85号 令和５年度みどり市国民健康保険（事業勘定）特別会計補正予
算（第３号）について

区分 番号 件名

議
案

第86号 令和５年度みどり市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）
について

第87号 令和５年度みどり市介護保険（保険事業勘定）特別会計補正予
算（第２号）について

第88号 令和５年度みどり市富弘美術館事業特別会計補正予算（第２号）
について

第89号 令和５年度みどり市競艇事業特別会計補正予算（第３号）につ
いて

第90号 令和５年度みどり市簡易水道事業会計補正予算（第１号）につ
いて

第91号 令和５年度みどり市公共下水道事業会計補正予算（第２号）に
ついて

第92号 みどり市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

第93号 令和５年度みどり市一般会計補正予算（第６号）について

第94号 令和５年度みどり市競艇事業特別会計補正予算（第４号）につ
いて

請
願 第３号 地方財政の充実・強化に関する請願書

議
会

議
案

第３号 地方財政の充実・強化に関する意見書の提出について

第４号
国民のいのちと健康を守るため、医療・介護施設への支援を拡
充しすべてのケア労働者の賃上げや人員増を求める意見書の提
出について

Pick
up!

Pick
up!

○
職
員
定
数
条
例

○
報
酬
費
用
弁
償
支
給

　
条
例
の
一
部
改
正

○
学
校
設
置
条
例
の

　
一
部
改
正

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

○
財
産
の
取
得

○�

地
方
財
政
の
充
実
・
強

化
に
関
す
る
請
願
書 

総 務 文 教 常 任 委 員 会
業務量に応じた職員定数へ

　
本
委
員
会
は
執
行
部
出
席
の

も
と
12
月
13
日
に
開
催
し
た
。

審
査
し
た
議
案
（
５
件
）

審
査
し
た
請
願
（
１
件
）

こんな議論がされました
●
職
員
定
数
条
例
の
改
正 

　
条
例
の
定
め
る
職
員
の
定
数

と
実
際
の
業
務
量
に
応
じ
た
必

要
職
員
数
の
乖
離
を
是
正
し
、

併
せ
て
規
定
の
整
理
を
行
う
た

め
、
現
行
の
み
ど
り
市
職
員
定

数
条
例
の
全
部
を
改
正
し
よ
う

と
す
る
も
の
と
の
説
明
。 

　
定
数
条
例
で
正
規
職
員
を
定

め
て
も
、
途
中
退
職
等
で
バ
ラ

ン
ス
が
悪
く
な
る
と
思
う
が
、

今
後
の
見
通
し
は
と
の
質
疑
に

対
し
、
早
急
に
職
員
の
採
用
計

画
を
立
て
、
毎
年
度
調
整
し
な

が
ら
採
用
し
て
い
き
た
い
と
の

答
弁
あ
り
。 

　
討
論
は
な
く
、採
決
の
結
果
、

挙
手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
。 

●�

学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正 

　
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
及

び
民
営
化
に
伴
い
、
令
和
６
年

３
月
31
日
限
り
で
、
み
ど
り
市

立
笠
懸
幼
稚
園
を
廃
園
す
る
た

め
、
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

も
の
と
の
説
明
。 

　
認
定
こ
ど
も
園
制
度
が
全
国

的
に
普
及
し
、
幼
稚
園
自
体
が

今
後
な
く
な
っ
て
く
る
と
思
う

が
、
県
内
の
動
向
は
と
の
質
疑

に
対
し
、
群
馬
県
に
お
い
て
も

幼
稚
園
の
認
定
こ
ど
も
園
化
が

今
後
ま
す
ま
す
進
ん
で
い
く
と

考
え
ら
れ
る
と
の
答
弁
あ
り
。 

　
討
論
は
な
く
、採
決
の
結
果
、

挙
手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定 

。
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Pick
up!

Pick
up!

Pick
up!

Pick
up!

○
保
育
園
条
例
を
廃
止

　
す
る
条
例

○
工
事
請
負
変
更
契
約
の

　
締
結

○
国
民
健
康
保
険
税
条

　
例
の
一
部
改
正

○
工
事
請
負
契
約
の
締
結

○�「
健
康
保
険
証
の
廃
止

を
し
な
い
よ
う
求
め
る

意
見
書
」
を
政
府
に
送

付
す
る
こ
と
を
求
め
る

請
願 

○�

国
民
の
い
の
ち
と
健
康

を
守
る
た
め
、
医
療
・

介
護
施
設
へ
の
支
援
を

拡
充
し
す
べ
て
の
ケ
ア

労
働
者
の
賃
上
げ
や
人

員
増
を
求
め
る
請
願 

○
市
営
住
宅
管
理
条
例
の

　
一
部
改
正

○
市
道
の
路
線
認
定

市 民 福 祉 常 任 委 員 会

経 済 建 設 常 任 委 員 会

医療・介護施設への支援に係る請願を採択

市営住宅の入居者サービスの向上へ

　
本
委
員
会
は
執
行
部
出
席
の

も
と
12
月
11
日
に
開
催
し
た
。

　
本
委
員
会
は
執
行
部
出
席
の

も
と
12
月
12
日
に
開
催
し
た
。

審
査
し
た
議
案
（
４
件
）

審
査
し
た
議
案
（
２
件
）

審
査
し
た
請
願
（
２
件
）

こんな議論がされました

こんな議論がされました

●�「
健
康
保
険
証
の
廃
止
を
し
な
い

よ
う
求
め
る
意
見
書
」
を
政
府
に

送
付
す
る
こ
と
を
求
め
る
請
願 

　
委
員
か
ら
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
の
取
得
率
も
上
が
り
、
今
後
効
率

化
は
行
う
必
要
が
あ
る
。
資
格
確
認

書
が
発
行
さ
れ
る
た
め
、
請
願
趣
旨

に
書
か
れ
て
い
る
よ
う
な
デ
メ
リ
ッ

ト
は
特
段
発
生
し
な
い
。
国
の
動
向

が
ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
た
め
、
再

度
継
続
審
査
と
し
た
い
な
ど
の
意
見

あ
り
。 

　
継
続
審
査
に
つ
い
て
採
決
し
た
結

果
、
挙
手
少
数
に
よ
り
、
継
続
審
査

と
す
る
こ
と
は
否
決
。 

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
挙

手
な
し
に
よ
り
、
請
願
第
２
号
は
不

採
択
す
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と
に
決

定
。 

 

●�

国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た

め
、
医
療
・
介
護
施
設
へ
の
支
援

を
拡
充
し
す
べ
て
の
ケ
ア
労
働
者

の
賃
上
げ
や
人
員
増
を
求
め
る
請

願 

　
委
員
か
ら
、
責
任
あ
る
仕
事
の
割

に
は
見
返
り
が
な
い
た
め
、
請
願
に

賛
成
で
あ
る
。
請
願
趣
旨
は
承
知
し

た
が
、
意
見
書
の
数
値
な
ど
は
精
査

す
る
必
要
が
あ
る
な
ど
の
意
見
あ

り
。 

　
討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、
挙

手
全
員
に
よ
り
、
請
願
第
４
号
は
採

択
す
べ
き
も
の
と
す
る
こ
と
に
決

定
。

●�

市
営
住
宅
管
理
条
例
の
一
部
改

正 

　
公
共
住
宅
法
に
定
め
る
管
理
代

行
制
度
を
導
入
し
、
市
営
住
宅
管

理
の
一
層
の
効
率
化
及
び
入
居
者

サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
た
め
、
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
と
の

説
明
。 

　
委
員
か
ら
、
管
理
代
行
業
務
の

配
置
体
制
と
委
託
費
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
、
群
馬
県
住
宅
供
給
公

社
に
管
理
を
委
託
す
る
予
定
で
、

人
員
３
人
と
管
理
事
務
費
な
ど
を

含
め
て
、２
，５
０
０
万
か
ら
２
，

８
０
０
万
円
程
度
で
交
渉
を
進
め

て
い
る
と
の
説
明
あ
り
。 

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

挙
手
全
員
に
よ
り
可
決
す
べ
き
も

の
と
決
定
。 

●
市
道
の
路
線
認
定 

　
市
道
笠
懸
１
４
２
２
号
線
及
び

市
道
笠
懸
４
４
１
２
号
線
は
、
土

地
開
発
に
伴
い
、
新
設
道
路
の
寄

附
を
受
け
た
た
め
、
道
路
法
の
規

定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
と
の
説
明
。 

　
質
疑
、
討
論
も
な
く
、
採
決
の

結
果
、
挙
手
全
員
に
よ
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
定
。 
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　令和５年１０月１１日から１３日まで行政視察（研修）を実施しました。

　令和５年１０月３１日から１１月２日まで行政視察（研修）を実施しました。

　合併以前から使用
している２つの庁舎
について、耐震診断
による危険性から、
両庁舎を統合し、防
災拠点として機能強
化をするとともに、
市民サービスの向上

と執務環境の改善を図るため、新庁舎建設に着手する
ことになりました。
　庁舎建設に当たり、「市民にとって利用しやすい庁
舎」、「防災拠点となる庁舎」、「効率的な行政運営
を可能とする庁舎」の３つのコンセプトを掲げ、約
50億円の事業費をかけて、平成29年８月に工事に着
手し、令和２年６月に竣工しております。
　市民の来庁頻度の高い１階と２階に窓口の多くを配
置するなど、市民の利便性を配慮したフロアであると
感じました。

　現在、全国的に実施
されている地域包括ケ
アシステムですが、公
立みつぎ総合病院の
（故）山口昇院長が、
行政と病院が一体とな
り、保健、福祉、医
療、介護を一体化した

施策を開始し、「地域包括ケアシステム」と命名し発
展させました。地域特性を踏まえた地域包括ケアシス
テムの中でも、みつぎモデルは地域包括ケアの先駆け
であり、１９７０年代半ばには病院機能の総合化・複
合化を図り、訪問看護・訪問介護・リハビリ等、在宅
ケアの充実で寝たきりを防ぐ「寝たきりゼロ作戦」に
取り組みました。
　地域医療・介護の連携、「顔の見える」体制づくり
の重要性を学び、誰ひとり取り残さない支援「おのみ
ちスタイル」には、参考にすべき支援が多くあり、今
後も調査研究をし、本市の地域包括ケアシステムの更
なる発展につなげていきたいです。

　五所川原市は、りんごと米の生産が盛んな農業とた
ちねぶたで有名な観光を中心としたまちであり、人口
は約51,000人ですが、令和４年度のふるさと納税寄
付額の実績は、約９億8000万円で、青森県内で２番
目の寄付額であり、年々寄付額も増加しています。
　なお、人気の返礼品は、１位がりんご、２位が米と
なっており、この２種類が返礼品の多くを占めており
ます。
　ふるさと納税の業務の多くを業者委託しています
が、業者に任せきりにせず、情報共有を図り、全国か
らの五所川原市へ
のイメージを意識
して戦略を立て、
返礼品の良さを職
員も十分に理解し
取り組んでいると
のことでした。

　個々の母子に対するきめ細やかな相談支援を行うた
め、保健センター内に専用スペースを確保し、気軽に
立ち寄ることができ、相談できる場を提供していま
す。平成２８年に児童福祉法などの一部が改正され、
国は平成２９年４月１日から「市区町村子ども家庭総
合支援拠点」の設置を進めていますが、山口市は早く
から「家庭児童相談室」を設置し、平成２６年４月か
ら「やまぐち子育て福祉総合センター」、平成２８年
１０月から「やまぐち母子健康サポートセンター」を
開設しており、すでにそれぞれの施設が機能を十分に
発揮して「子ども家庭総合支援拠点」としての役割を
果たしています。
　妊娠期から子育て
期にわたる切れ目の
な い 支 援 体 制 を 学
び、安心して出産、
子育てができるよう
山口市全体でサポー
トしていることに感
銘を受けました。

行政視察（研修）報告

行政視察（研修）報告

十和田市の新庁舎について
青森県十和田市

地域包括ケアシステムについて
広島県尾道市

ふるさと納税について
青森県五所川原市

やまぐち母子健康サポートセンターについて
山口県山口市

総務文教常任委員会

市民福祉常任委員会
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　令和５年１０月１１日から１３日まで行政視察（研修）を実施しました。

　令和５年７月１８日から１９日まで行政視察（研修）を実施しました。

　兵庫県立播磨中央
公園は、県立広域公
園の配置構想に基づ
き、昭和53年に開
園。公園利用者の約
90％以上が自動車
で来園するため、約
１，３００台分の駐

車場が設置されています。園内は11にゾーニングさ
れ、子どもの森ゾーンでは、クライミングやロープを
組み合わせた大型遊具が設置されており、バランス感
覚や筋力、柔軟性を養うことができます。
　播磨中央公園はとても広く、魅力的な遊具に溢れ、
一日中楽しめる公園でした。みどり市においても、良
好な都市景観の形成、都市の防災機能の向上や豊かな
地域づくりに資する交流の空間を市民に提供できるよ
う、事業推進をしていただきたいと思います。

　７月18日は、千葉県木
更津市議会を訪問し、編集
の方法や表紙のレイアウト
についてなどさまざまな角
度から確認しました。
　発行については、年４回
の定例会ごとに議会広報特

別委員会が作成し、５月・８月・11月・２月の１日
に発行しているが、改選の年については６月にも発行
しているとのことです。
　配布方法については、新聞折込、新聞未購読者への
送付などであり、全戸配布はしていないが、検討が必
要であると考えているとのことでした。
　「声の議会だより」について、視覚障がい者への情
報サービスとして、議会だよりを朗読したものをＣＤ
へ録音し、市の広報と一緒に登録者へ送付をしている
とのことです。
　みどり市議会だよりでは実施していない内容が多々
あり、今回の研修で学んだことを今後に生かしていき
たいと強く感じました。

　芦屋市の無電柱化は、昭和３年に(株)六麓荘が「東
洋一の別荘地」をコンセプトに民間主導で無電柱化を
行ったことから始まり、令和５年４月現在、芦屋市の
無電柱化率は１５．５％と全国的にも高い水準となっ
ています。
　無電柱化を進める上での課題は、多額な費用がかか
ることで、一般的に１km無電柱化するのに5.3億円
の費用を要すると言われています。また、計画から工
事、電柱の抜柱まで７年かかるといわれ、工事期間が
長期にわたることも大き
な課題の１つです。
　今回の研修で、無電柱
化の事業実施には多額の
費用がかかることに加
え、関係機関との調整に
多くの時間を要すること
を認識しました。

　７月19日は、埼玉県鴻巣市にある㈱会議録センタ
ーを訪問し、議会広報編集の基礎的部分について講義
していただきました。
　議会だよりの読者層は幅広く、すべての方に理解し
てもらえる内容になっているか意識して書く必要があ
り、一番伝えたいことは何かを明確にすることが重要
であるとのことです。
　画質は高解像度で掲載し、写真の向きにも注意が必
要であり、一般質問ページのように人物などの向きが
ある写真を掲載する場合は、紙面の中央を向くように
配置するのが基本であるとのことでした。
　議会が身近に感じられる情報を親しみやすく、わか
りやすい文章で表現し、
編集に当たることが重要
であることを再確認しま
した。
　今回の所管事務調査を
機に、さらなるみどり市
議会だよりの充実推進を
目指していきたいです。

行政視察（研修）報告

行政視察（研修）報告

�都市公園の複合型遊具（兵庫県立播磨中央公園）
兵庫県加東市

議会広報編集に係る全般的な事項
千葉県木更津市

無電柱化の取り組みについて
兵庫県芦屋市

議会だより「基本のキ」市民に伝わる原稿とは
株式会社　会議録センター

経済建設常任委員会

議会広報特別委員会
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答
弁
…�

少
子
化
対
策
、
育
て
支
援
の
充
実
に
努
め
る

出
産
育
児
一
時
金
の
み
ど
り
市
独
自
の
上
乗
せ

助
成
は

録画映像
あります

広和クラブ 須藤 日米代 議員

Q
み
ど
り
市
の
過
去
５
年
間
の
出

生
数
は
。

A
市
民
部
長　
平
成
30
年
度
３
１

２
件
。
令
和
元
年
度
３
２
３
件
、

令
和
２
年
度
２
９
６
件
、
令
和
３

年
度
３
２
７
件
、
令
和
４
年
度
２

８
４
件
で
あ
る
。

Q
令
和
４
年
度
第
２
次
補
正
予
算

に
よ
り
妊
娠
期
か
ら
伴
走
型
相
談

支
援
と
妊
娠
出
産
時
に
計
10
万
円

相
当
の
給
付
を
セ
ッ
ト
で
実
施
す

る
新
規
事
業
、
出
産
子
育
て
応
援

交
付
金
に
つ
い
て
の
支
援
状
況

は
。

A
健
康
づ
く
り
局
長　
妊
娠
届
出

時
面
談
数
は
令
和
４
年
度
遡
及
措

置
１
４
１
件
、
来
所
に
よ
る
面
談

数
43
件
で
あ
る
。
出
産
後
の
面
談

数
は
令
和
４
年
度
で
遡
及
措
置
で

２
２
５
件
、
訪
問
面
談
数
10
件
。

妊
娠
届
出
時
出
産
応
援
ギ
フ
ト
総

額
は
令
和
４
年
度
１
８
４
件
９
２

０
万
円
、
令
和
５
年
度
１
２
９
件

６
４
５
万
円
。
出
産
後
の
子
育
て

応
援
ギ
フ
ト
は
令
和
４
年
度
遡
及

措
置
で
10
万
円
の
一
括
支
給
２
２

ら
10
月
ま
で
は
２
万
１
５
１
０

㎏
。
７
カ
月
間
平
均
は
１
カ
月

３
０
０
０
㎏
。
令
和
元
年
度
の
平

均
が
２
０
０
０
㎏
で
約
１
・
５
倍

増
加
し
て
い
る
。

Q
売
却
金
額
と
入
金
先
は
。

A
市
民
部
長　

１
㎏
１・
１
円
で

売
却
、
令
和
５
年
度
は
２
万
１
５

１
０
㎏
で
２
万
３
６
６
１
円
の
売

却
収
入
で
あ
る
。
入
金
先
は
一
般

会
計
に
収
納
し
て
い
る
。

Q
み
ど
り
市
の
ご
み
排
出
量
、
１

人
１
日
当
た
り
の
排
出
量
と
県
内

他
市
と
の
比
較
は
。

A
市
民
部
長　
令
和
３
年
度
の
ご

み
排
出
量
は
１
万
７
８
５
４
ｔ
、

市
民
１
人
１
日
当
た
り
の
排
出
量

は
９
８
０
ｇ
。
県
内
12
市
の
順
位

は
少
な
い
方
か
ら
６
番
目
で
あ

る
。

Q
み
ど
り
市
の
資
源
化
量
と
リ
サ

イ
ク
ル
率
の
推
移
は
。

A
市
民
部
長　
令
和
３
年
度
の
資

源
化
量
は
年
間
約
１
０
８
９
ｔ
、

リ
サ
イ
ク
ル
率
は
６
・
１
％
。
県

内
最
下
位
で
あ
る
。

５
件
、
出
産
後
の
訪
問
に
よ
る
支

給
10
件
で
50
万
円
、
合
計
２
３
５

件
で
２
３
１
０
万
円
。
令
和
５
年

度
は
１
２
４
件
で
６
４
５
万
円
で

あ
る
。

Q
出
産
育
児
一
時
金
に
つ
い
て
み

ど
り
市
独
自
の
上
乗
せ
助
成
を
実

施
し
、
子
育
て
し
や
す
い
み
ど
り

市
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
は
。

A
市
長　
選
択
と
集
中
に
よ
り
真

に
必
要
な
事
業
、
実
効
性
の
あ
る

事
業
を
取
捨
選
択
し
て
少
子
化
対

策
、
子
育
て
支
援
の
充
実
に
努
め

る
。

Q
安
心
し
て
出
産
で
き
る
み
ど
り

市
独
自
の
特
色
あ
る
環
境
づ
く
り

が
必
要
と
考
え
る
が
。

A
市
長　
意
見
を
参
考
に
し
、
特

色
の
あ
る
出
産
育
児
応
援
な
ど
を

し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
古
着
、
古
布
回
収
ボ
ッ
ク
ス
が

令
和
５
年
１
月
４
日
に
再
開
し

た
。
回
収
量
の
現
状
と
コ
ロ
ナ
前

と
の
比
較
に
つ
い
て
は
。

A
市
民
部
長　
令
和
５
年
４
月
か

みどり市　議会だより [2024年2月5日　70号]　7



一般質問 一 般 質 問

Q
群
馬
リ
バ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
と
の

連
絡
経
路
の
確
保
状
況
に
つ
い
て

は
。

A
危
機
管
理
監　
固
定
電
話
、
携

帯
電
話
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
無
料
ア
プ
リ

な
ど
の
通
信
手
段
を
活
用
し
て
、

情
報
の
共
有
を
図
っ
て
い
く
。

Q
群
馬
リ
バ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
に
ど

の
よ
う
な
支
援
を
し
て
も
ら
う
の

か
。

A
危
機
管
理
監　
ウ
ォ
ー
タ
ー
ボ

ー
ト
、
ウ
ェ
ッ
ト
ス
ー
ツ
な
ど
の

資
機
材
の
提
供
に
つ
い
て
協
力
を

い
た
だ
く
こ
と
を
想
定
し
て
い

る
。
災
害
の
対
応
や
、
救
助
活
動

状
況
な
ど
に
よ
り
適
切
に
判
断
す

る
。

Q
消
防
職
員
が
水
害
対
策
を
受
け

る
な
ど
の
訓
練
制
度
を
確
立
す
る

考
え
が
あ
る
の
か
。

A
危
機
管
理
監　
消
防
職
員
に
つ

い
て
は
、
消
防
大
学
校
の
教
育
訓

練
の
中
で
、
水
難
救
助
訓
練
の
カ

リ
キ
ュ
ラ
ム
が
あ
り
、
受
講
し
て

は
。

A
教
育
部
長　
教
育
現
場
で
は
、

安
全
を
最
優
先
と
し
て
考
え
て
い

る
。
河
川
で
の
学
習
で
は
な
く
、

知
識
等
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
教

室
で
の
学
習
や
、
実
習
が
必
要
な

場
合
に
は
プ
ー
ル
で
の
学
習
を
想

定
し
て
い
る
。

Q
水
害
対
策
に
つ
い
て
の
見
解

は
。

A
市
長　

全
国
各
地
で
河
川
災

害
、
水
難
事
故
が
発
生
し
て
い

る
。
河
川
に
対
す
る
正
し
い
知

識
、
情
報
提
供
が
重
要
。
こ
う
し

た
中
で
本
市
に
あ
る
一
般
社
団
法

人
群
馬
リ
バ
ー
レ
ス
キ
ュ
ー
と
水

災
害
に
対
す
る
支
援
協
力
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
た
。
本
市
に
住

む
人
、
訪
れ
る
人
、
全
て
の
人
が

笑
顔
で
い
ら
れ
る
よ
う
、
水
害
へ

の
備
え
、
河
川
の
有
効
な
活
用
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

い
る
。
他
の
救
助
隊
員
に
対
し
て

も
、
伝
達
研
修
等
を
実
施
し
て
訓

練
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、
必
要

に
応
じ
て
、
消
防
本
部
と
も
相
談

し
て
い
く
。

Q
水
害
対
策
を
学
校
教
育
課
程
に

導
入
し
て
い
く
考
え
は
。

A
教
育
部
長　
小
中
学
校
で
は
、

社
会
科
や
理
科
の
時
間
の
中
で
、

自
然
災
害
へ
の
防
災
対
策
に
つ
い

て
学
ん
で
い
る
。
保
健
体
育
で

は
、
救
急
救
命
法
や
、
一
部
の
学

校
で
は
、
着
衣
水
泳
を
実
施
す
る

な
ど
、
よ
り
実
践
的
な
学
習
を
行

な
っ
て
い
る
。
専
門
家
に
よ
る
指

導
を
実
施
す
る
こ
と
は
、
水
害
を

中
心
と
し
た
災
害
対
応
力
の
育
成

に
つ
な
が
る
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ

ー
資
格
を
有
す
る
専
門
家
の
直
接

指
導
を
受
け
る
機
会
を
来
年
度
に

も
導
入
し
、
災
害
へ
の
対
応
力
を

持
っ
た
児
童
生
徒
の
育
成
に
努
め

て
い
く
。

Q
河
川
に
て
実
習
を
行
う
可
能
性

答
弁
…
水
害
へ
の
備
え
、
河
川
の
有
効
な
活
用
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い

水
害
対
策
に
つ
い
て
の
見
解
は

録画映像
あります

新政クラブ 塩野　央弥 議員

みどり市　議会だより 8



一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

答
弁
…
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
な
い
場
合
に
は
つ
な
が
ら
な
い

青
少
年
期
に
抱
え
た
問
題
の

教
育
部
と
保
健
福
祉
部
間
で
の
継
続
性
は

録画映像
あります

広和クラブ 須永　信雄 議員

Q
文
部
科
学
省
の
発
表
で
は
、
令

和
４
年
度
に
不
登
校
と
な
っ
た
小

中
学
生
は
全
国
で
２９
万
９
０
０
０

人
に
及
び
、
生
徒
１
０
０
０
人
あ

た
り
６０
人
に
の
ぼ
っ
た
。
み
ど
り

市
で
も
同
様
か
。

A
教
育
部
長　
令
和
４
年
度
の
不

登
校
は
小
学
校
３７
人
、
中
学
校
８２

人
で
生
徒
１
０
０
０
人
あ
た
り
３０

人
と
な
る
。
令
和
５
年
度
は
１０
月

末
現
在
で
小
学
校
２４
人
、
中
学
校

７３
人
だ
。

Q
就
学
時
健
康
診
断
に
於
い
て
Ａ 

Ｄ 

Ｈ 
Ｄ 
、
Ａ 

Ｓ 

Ｄ 

、
Ｌ 

Ｄ
な

ど
の
発
達
障
が
い
、
及
び
知
的
障

が
い
な
ど
特
性
に
よ
る
学
級
の
進

路
へ
の
対
処
は
。

A
教
育
部
長　
就
学
時
健
康
診
断

の
結
果
は
修
学
先
を
決
定
す
る
上

で
大
切
な
要
素
だ
。
事
前
に
情
報

共
有
を
行
い
、
各
小
学
校
と
共
有

し
て
い
る
。

Q
教
育
相
談
の
運
用
状
況
は
ど
う

合
に
は
、
つ
な
が
ら
な
い
現
状

だ
。

A
保
健
福
祉
部
長　
相
談
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
無
け
れ
ば
継

続
し
た
支
援
に
つ
な
が
ら
な
い
。

昨
今
の
社
会
情
勢
に
伴
う
新
た
な

福
祉
課
題
だ
。

Q
個
人
の
持
つ
特
性
に
よ
り
、
社

会
に
な
じ
め
な
い
と
い
う
問
題
が

教
育
、
福
祉
行
政
に
ま
た
が
っ
て

い
る
が
、
市
長
の
所
見
は
。

A
市
長　
義
務
教
育
が
終
了
す
る

と
、
現
状
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
の

狭
間
に
あ
る
方
が
生
ま
れ
、
社
会

か
ら
ま
す
ま
す
孤
立
す
る
。
保
健

福
祉
部
と
教
育
部
を
含
め
た
庁
内

連
携
体
制
に
よ
る
重
層
的
支
援
体

制
整
備
事
業
の
活
用
と
、
子
ど
も

食
堂
な
ど
の
孤
独
孤
立
対
策
に
取

り
組
む
市
民
団
体
を
加
え
た
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
制

度
の
課
題
解
消
に
取
り
組
む
。

か
。

A
教
育
部
長　
本
人
や
保
護
者
か

ら
相
談
が
あ
っ
た
場
合
は
必
要
に

応
じ
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

な
ど
と
家
庭
を
訪
問
し
問
題
の
解

決
に
努
め
て
い
る
。
特
に
必
要
な

場
合
に
は
ケ
ー
ス
会
議
を
開
催
し

て
い
る
。

Q
い
じ
め
対
策
相
談
の
現
状
は
ど

う
か
。

A
教
育
部
長　
各
学
校
に
積
極
的

な
い
じ
め
の
認
知
を
お
願
い
し
て

い
る
。
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

へ
の
い
じ
め
相
談
件
数
は
小
学
校

２
件
、
中
学
校
１
件
と
少
な
い
状

況
に
あ
る
。

Q
青
少
年
期
に
抱
え
た
問
題
を
壮

年
期
以
降
も
抱
え
て
し
ま
う
場
合

も
あ
る
が
、
教
育
部
と
保
健
福
祉

部
と
の
間
で
継
続
性
を
持
っ
て
い

る
か
。

A
教
育
部
長　
継
続
し
た
支
援
は

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
が
な
い
場

みどり市　議会だより [2024年2月5日　70号]　9



一般質問 一 般 質 問

Q
み
ど
り
市
の
認
知
症
の
方
の
把

握
と
今
後
の
予
測
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
介
護
認
定
調

査
に
お
け
る
認
知
症
有
病
者
数
は

２
１
６
１
人
。
高
齢
者
人
口
の

14
・
52
％
。
２
０
２
５
年
に
は

３
１
３
０
人
、
２
０
３
０
年
に
は

３
４
５
０
人
と
予
測
。

Q
若
年
性
認
知
症
の
方
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
現
状
５
人
。

若
年
性
認
知
症
に
つ
い

て
も
調
査
研
究
を
。

Q
認
知
症
が
原
因
と
思
わ
れ
る
孤

独
死
や
交
通
事
故
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
把
握
で
き
て

い
な
い
。

Q
認
知
症
の
方
の
行
方
不
明
事
案

の
把
握
や
行
方
不
明
者
捜
索
模
擬

訓
練
の
実
施
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
認
知
症
が
要

因
か
は
把
握
で
き
て
い
な
い
が
行

方
不
明
事
案
は
17
件
。
模
擬
訓
練

は
し
て
い
な
い
。

Q
認
知
症
の
方
を
地
域
で
見
守
る

よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
模

擬
訓
練
の
実
施
や
早
期
発
見
を
図

る
た
め
認
知
症
検
診
は
必
要
な
取

り
組
み
だ
が
。

Q
認
知
症
の
方
の
家
族
へ
の
支
援

は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
介
護
慰
労
金

の
支
給
や
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
サ
ロ
ン

の
開
催
に
よ
り
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

本
人
に
も
家
族
に
も
寄

り
添
え
る
体
制
づ
く
り

を
。

Q
み
ど
り
市
に
お
い
て
も
介
護

士
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
不
足

が
顕
著
で
あ
る
。
介
護
人
材
の
不

足
解
消
や
定
着
に
向
け
た
支
援
策

の
必
要
性
と
取
り
組
み
は
。

A
副
市
長　
群
馬
県
の
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
し
っ
か

り
と
介
護
人
材
の
確
保
と
定
着
に

向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
と
考
え

る
。
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
。

Q
市
が
知
り
得
た
認
知
症
の
知
識

や
情
報
を
提
供
す
る
体
制
整
備
が

必
要
と
考
え
る
が
。

A
市
長　
栄
養
指
導
、
配
食
サ
ー

ビ
ス
、
介
護
予
防
教
室
の
開
催
に

よ
り
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
の
役
割
を
持
て
る
機
会
を
創
出

し
て
い
る
。

A
保
健
福
祉
部
長　
先
進
自
治
体

の
取
り
組
み
を
調
査
研
究
す
る
。

Q
子
ど
も
や
若
者
が
認
知
症
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
学
校
教
育
で
の
実
施
内

容
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
小
中
学
校
で

は
家
庭
科
、
道
徳
科
の
学
習
で
基

礎
を
身
に
付
け
、
高
校
の
家
庭
科

で
具
体
的
に
学
ぶ
。

Q
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
現
状
や

活
動
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
養
成
講
座
受

講
者
数
の
累
計
は
２
１
０
４
人
。

正
し
い
知
識
を
広
め
、
誤
解
や
偏

見
の
解
消
、
地
域
で
認
知
症
の
方

や
そ
の
家
族
を
支
え
る
役
割
を
担

う
。

Q
認
知
症
カ
フ
ェ
の
現
状
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
影
響
で
９
カ
所
か
ら
２
カ
所

へ
。

Q
認
知
症
カ
フ
ェ
は
重
要
な
事
業

で
あ
る
た
め
支
援
の
検
討
が
必
要

だ
と
考
え
る
が
。

A
保
健
福
祉
部
長　
今
後
の
活
動

の
検
証
を
行
い
な
が
ら
支
援
の
必

要
性
を
考
え
て
い
く
。

答
弁
…
群
馬
県
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
積
極
的
に
推
進

介
護
人
材
の
不
足
解
消
や
定
着
に
向
け
た

支
援
策
は

録画映像
あります

新政クラブ 髙草木 弘子 議員
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

Q
大
間
々
６
丁
目
交
差
点
付
近
の

道
路
改
良
に
つ
い
て
は
。

A
都
市
建
設
部
長　
現
在
、
交
差

点
周
辺
の
空
き
家
が
整
理
さ
れ
、

桐
生
土
木
事
務
所
に
も
情
報
共
有

し
て
い
る
。
群
馬
県
と
協
調
し
な

が
ら
、
早
期
に
渋
滞
問
題
が
解
決

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

Q
大
間
々
町
桐
原
交
差
点
及
び
桐

原
宿
交
差
点
付
近
の
道
路
改
良
に

つ
い
て
は
。

A
都
市
建
設
部
長　
渡
良
瀬
幹
線

道
路
の
延
伸
に
よ
り
、
大
き
く
影

響
を
受
け
る
交
差
点
と
し
て
、
道

路
整
備
に
併
せ
て
右
折
レ
ー
ン
設

置
な
ど
の
交
差
点
整
備
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

Q
右
折
待
ち
車
両
に
よ
る
交
通
渋

滞
の
著
し
い
交
差
点
は
、
市
民
生

活
や
企
業
活
動
に
も
多
大
な
時
間

的
、
経
済
的
損
失
を
与
え
て
い

る
。
新
た
な
右
折
車
線
等
の
整
備

を
行
い
、
効
率
的
、
効
果
的
な
渋

滞
対
策
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
思

本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
を
明
確
に

し
、
大
間
々
官
民
共
創
デ
ザ
イ
ン

エ
リ
ア
の
道
路
を
一
部
通
行
止
め

に
す
る
な
ど
、
社
会
実
験
を
繰
り

返
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思

う
。
ま
た
、
大
間
々
官
民
共
創
デ

ザ
イ
ン
全
体
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

で
き
る
よ
う
な
組
織
体
制
に
つ
い

て
は
。

A
市
長　
民
間
主
導
の
継
続
的
、

自
立
的
な
活
動
が
ま
ち
づ
く
り
に

は
不
可
欠
で
あ
る
。
民
間
の
取
り

組
み
に
お
い
て
道
路
な
ど
の
公
共

空
間
の
活
用
が
そ
の
活
動
の
幅
を

広
げ
、
有
効
で
あ
る
と
考
え
、
社

会
実
験
の
取
り
組
み
を
民
間
と
と

も
に
実
施
し
、
よ
り
効
果
的
な
手

段
を
見
出
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
市
と
し
て
も
官
民
が
連

携
し
、
民
間
が
主
体
と
な
っ
た
ま

ち
づ
く
り
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に

し
っ
か
り
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
体
制

を
整
え
て
い
き
た
い
。

う
が
。

A
市
長　
市
民
の
利
便
性
の
向
上

や
安
全
性
の
確
保
、
市
を
訪
れ
る

観
光
客
の
安
全
で
ス
ム
ー
ズ
な
交

通
環
境
の
確
保
の
た
め
に
も
、
右

折
レ
ー
ン
の
設
置
や
時
差
式
信
号

機
等
の
活
用
に
よ
る
交
差
点
改
良

事
業
は
急
務
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

Q
大
間
々
官
民
共
創
デ
ザ
イ
ン
エ

リ
ア
内
に
は
県
道
大
間
々
停
車
場

線
が
あ
り
、
県
道
整
備
も
含
め
、

大
間
々
駅
周
辺
や
な
が
め
公
園
、

な
が
め
余
興
場
も
含
め
た
エ
リ
ア

展
開
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

A
都
市
建
設
部
長　
大
間
々
町
に

は
、
な
が
め
余
興
場
や
大
間
々
博

物
館
な
ど
貴
重
な
歴
史
的
資
源
が

数
多
く
あ
る
。
こ
れ
ら
の
公
共
施

設
を
民
間
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
と

連
携
し
て
、
有
効
に
活
用
し
、
稼

げ
る
公
共
空
間
を
目
指
せ
る
よ
う

に
エ
リ
ア
展
開
し
て
い
き
た
い
。

Q
な
ぜ
、
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
の
か
と
い
う
基

答
弁
…
右
折
レ
ー
ン
設
置
な
ど
の
交
差
点
整
備
を
行
っ
て
い
き
た
い

大
間
々
町
桐
原
交
差
点
及
び
桐
原
宿
交
差
点
付

近
の
道
路
改
良
は
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一般質問 一 般 質 問

録画映像
あります

公明クラブ 宮﨑　武 議員

答
弁
…
令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
い

歩
道
整
備
に
お
い
て
境
界
確
定
が
取
れ
な
く
て
も

違
う
接
続
方
法
が
あ
る
の
で
は

Q
平
成
27
年
計
画
当
初
、
み
ど
り

市
内
の
空
き
家
と
さ
れ
た
軒
数

は
、
３
７
０
軒
と
発
表
さ
れ
た

が
、
現
状
は
。

A
都
市
建
設
部
長　

３
７
０
軒

中
74
軒
を
除
去
し
た
が
、
現
在

４
３
９
軒
に
増
え
て
い
る
。

Q
令
和
５
年
夏
、
苦
情
や
問
い
合

わ
せ
が
複
数
あ
っ
た
が
、
具
体
的

な
内
容
の
詳
細
は
。

A
都
市
建
設
部
長　
令
和
５
年
度

は
、
草
や
木
の
繁
茂
、
猫
の
定

住
、
危
険
建
物
な
ど
54
件
だ
。

Q
特
定
空
き
家
指
定
は
、
み
ど
り

市
内
に
は
何
軒
か
。

A
都
市
建
設
部
長　
特
定
空
き
家

指
定
は
無
い
。

Q
特
定
空
き
家
指
定
は
、
改
善
命

令
が
で
き
る
。
命
令
と
は
行
政
処

分
に
該
当
す
る
も
の
で
、
指
定
前

よ
り
重
い
措
置
が
で
き
る
。
命
令

に
従
わ
ず
に
違
反
と
な
っ
た
場
合

は
罰
金
を
課
せ
ら
れ
る
た
め
、
放

置
空
き
家
の
予
防
効
果
に
も
な
る

が
。

A
都
市
建
設
部
長　
予
防
効
果
な

ど
を
見
据
え
、
本
市
も
調
査
し
適

施
工
方
法
も
あ
る
。
令
和
６
年
度

に
実
施
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
市
道
笠
懸
１
２
９
８
号
線
の
死

亡
事
故
多
発
丁
字
路
の
線
形
変
更

は
。

A
都
市
建
設
部
長　
渡
良
瀬
幹
線

道
路
新
里
笠
懸
工
区
の
設
計
が
進

ん
で
い
る
中
、
決
定
後
に
は
市
道

笠
懸
１
２
９
８
号
線
丁
字
路
線
形

変
更
に
つ
い
て
も
協
議
決
定
で
き

る
。

死
亡
事
故
多
発
の
丁
字

路
だ
。
現
状
の
対
策
で

は
市
民
の
不
安
感
を
助
長
す
る
。

早
期
に
推
進
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
西
鹿
田
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク
の
全

体
像
や
複
合
遊
具
設
置
に
つ
い
て

な
ど
、
計
画
、
施
工
に
疑
問
点
が

多
い
。

A
副
市
長　

公
平
公
正
な
推
進

で
、
傾
斜
を
生
か
し
安
全
安
心
の

イ※

ン
ク
ル
ー
シ
ブ
な
遊
具
を
設
置

し
、
み
ど
り
市
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
の
公
園
を
作
り
た
い
。

合
し
た
場
合
は
、
特
定
空
き
家
の

指
定
を
し
た
い
。

Q
空
き
家
を
活
用
し
た
移
住
対
策

の
広
報
活
動
や
補
助
金
給
付
な
ど

が
他
自
治
体
よ
り
薄
い
。
全
国
的

な
移
住
競
争
を
勝
ち
抜
く
施
策
を

再
検
討
し
て
は
。

A
都
市
建
設
部
長　
ま
ず
は
、
首

都
圏
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
子
育
て
世

代
の
移
住
増
加
を
目
指
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
市
道
笠
懸
１
０
７
８
号
線
の
歩

道
整
備
は
97
ｍ
が
未
完
成
だ
。
通

学
路
な
ど
に
不
備
を
来
た
し
て
い

る
が
。

A
都
市
建
設
部
長　
現
在
も
、
土

地
所
有
者
の
了
解
が
得
ら
れ
て
い

な
い
た
め
、
進
め
ら
れ
な
い
現

状
。

Q
こ
の
ま
ま
で
は
市
民
の
不
信
感

が
増
す
。
全
面
接
続
の
た
め
、
境

界
確
定
が
取
れ
な
い
場
合
で
も
違

う
施
工
方
法
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

A
都
市
建
設
部
長　
歩
道
幅
は
少

し
狭
く
な
る
が
、
水
路
上
に
ス※

ラ

ブ
工
法
で
つ
な
げ
て
行
く
な
ど
の

※スラブ…鉄筋コンクリート造の建築物において、床の荷重を支える構造床のこと。
※インクルーシブ遊具…体に障がいがある子も、ない子も一緒になって遊ぶことができる遊具のこと。
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

答
弁
…�

広
域
連
携
に
よ
り
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
た
い

ご
み
処
理
の
さ
ら
な
る
広
域
化
の
目
的
は

録画映像
あります

新政クラブ 松井　篤 議員

Q
し
尿
処
理
中
継
所
の
現
状
は
。

A
市
民
部
長　
市
内
３
カ
所
の
し

尿
処
理
中
継
所
の
令
和
４
年

度
の
稼
働
状
況
は
、
合
計
で

２
万
１
４
７
６
キ
ロ
リ
ッ
ト
ル

で
、
10
ト
ン
車
に
よ
り
桐
生
市
境

野
水
処
理
セ
ン
タ
ー
へ
運
搬
し
、

桐
生
市
の
し
尿
と
合
わ
せ
処
理
を

し
て
い
る
。
処
理
費
用
は
、
両
市

の
搬
入
量
に
応
じ
負
担
割
合
を
按

分
し
て
お
り
、
令
和
４
年
度
は
本

市
の
負
担
割
合
が
64
％
で
、
委
託

料
と
し
て
２
億
９
０
８
０
万
円
支

出
を
し
て
い
る
。

Q
し
尿
処
理
中
継
所
の
公
共
下
水

道
へ
の
接
続
の
可
能
性
は
。

A
副
市
長　
技
術
的
に
は
可
能
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
大
量
の

水
や
施
設
整
備
が
必
要
で
課
題
も

多
く
あ
る
。
ま
た
、
共
同
事
業
と

し
て
し
尿
処
理
を
委
託
し
て
い
る

桐
生
市
や
、
群
馬
県
等
の
関
係
機

関
と
の
協
議
も
必
要
で
あ
る
。
現

け
、
既
存
の
処
理
施
設
の
削
減
と

ご
み
処
理
の
広
域
化
を
推
進
し
て

い
る
。
こ
の
度
立
ち
上
げ
た
協
議

会
は
、
群
馬
県
の
９
つ
の
プ
ラ
ン

の
圏
域
を
超
え
て
、
前
橋
ブ
ロ
ッ

ク
、
桐
生
ブ
ロ
ッ
ク
、
伊
勢
崎
ブ

ロ
ッ
ク
の
３
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
が
該

当
し
、
さ
ら
な
る
広
域
化
、
集
約

化
を
図
ろ
う
と
い
う
目
的
で
、
よ

り
大
き
な
規
模
の
広
域
連
携
を
目

指
す
も
の
で
あ
る
。
今
後
、
一
般

廃
棄
物
の
広
域
処
理
に
よ
る
ス
ケ

ー
ル
メ
リ
ッ
ト
や
焼
却
施
設
の
効

果
的
な
運
用
、
最
終
処
分
場
、
粗

大
ご
み
の
処
理
施
設
な
ど
を
協
議

し
、
そ
の
中
で
ご
み
の
減
量
化
や

リ
サ
イ
ク
ル
化
、
ご
み
袋
の
共
通

利
用
、
あ
る
い
は
紙
お
む
つ
の
再

資
源
化
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

在
、
し
尿
処
理
を
含
め
た
共
同
事

業
の
４
事
業
は
、
桐
生
・
み
ど
り

共
同
事
業
協
議
会
を
立
ち
上
げ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
尿
処
理
の
在

り
方
に
つ
い
て
も
、
費
用
対
効
果

も
含
め
桐
生
市
と
み
ど
り
市
の
両

市
民
に
と
っ
て
何
が
最
適
か
し
っ

か
り
と
協
議
、
検
討
を
し
て
い
き

た
い
。

Q
ご
み
処
理
場
の
広
域
連
携
に
向

け
た
一
般
廃
棄
物
処
理
広
域
化
協

議
会
の
設
立
状
況
は
。

A
市
長　

令
和
５
年
10
月
30
日

に
、
前
橋
市
、
桐
生
市
、
伊
勢
崎

市
、
み
ど
り
市
、
玉
村
町
の
４
市

１
町
の
首
長
が
前
橋
市
役
所
に

て
、
一
般
廃
棄
物
処
理
広
域
化
協

議
会
設
立
に
関
す
る
記
者
会
見
を

行
い
、
11
月
20
日
に
設
立
し
た
。

群
馬
県
で
は
、
平
成
29
年
３
月
に

策
定
し
た
一
般
廃
棄
物
処
理
の
広

域
化
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
り
、

県
内
を
９
つ
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
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一般質問 一 般 質 問

Q
産
業
団
地
計
画
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
か
。

A
産
業
観
光
部
長　
令
和
４
年
８

月
末
に
候
補
地
と
し
て
の
選
定
を

受
け
て
い
る
。
あ
く
ま
で
も
候
補

地
と
し
て
選
定
さ
れ
た
状
態
で
あ

り
、
県
に
よ
る
事
業
化
に
つ
い
て

は
ま
だ
決
定
は
し
て
い
な
い
状
況

で
あ
る
。
他
市
の
事
例
に
よ
る

と
、
選
定
か
ら
産
業
団
地
完
成
ま

で
概
ね
１０
年
程
度
を
要
し
て
い

る
。
本
市
と
し
て
は
、
で
き
る
だ

け
早
く
実
現
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
る
。

Q
計
画
面
積
に
つ
い
て
は
。

A
産
業
観
光
部
長　
区
域
内
道
路

や
必
要
な
調
整
池
を
含
め
、
全
体

で
約
８
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
予
定
し
て

い
る
。

Q
地
権
者
の
人
数
と
、
現
在
ま
で

の
進
捗
状
況
は
ど
う
か
。

A
産
業
観
光
部
長　
候
補
地
選
定

以
降
、
産
業
団
地
の
開
発
に
つ
い

右
折
車
線
の
計
画
を
。

Q
み
ど
り
市
発
展
の
考
え
は
。

A
副
市
長　
市
の
発
展
の
た
め
に

は
、
産
業
団
地
が
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
多
く
の
雇
用
の

創
出
を
目
指
し
、
市
内
で
の
就

職
、
学
生
の
Ｕ
タ
ー
ン
、
市
外
か

ら
の
移
住
な
ど
、
人
口
増
加
に
直

結
す
る
重
要
な
施
策
と
考
え
る
。

若
い
世
代
が
市
内
企
業
に
就
職

し
、
経
済
的
に
安
定
す
る
こ
と

は
、
結
婚
、
子
育
て
を
推
進
す
る

観
点
か
ら
も
有
益
で
あ
る
。

Q
財
源
確
保
の
た
め
の
施
策
と
し

て
の
考
え
は
。

A
市
長　
産
業
団
地
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
雇
用
の
創
出
、
税
収
の

確
保
に
よ
り
、
地
域
活
性
化
を
支

え
る
基
盤
の
一
つ
と
し
て
、
重
要

な
施
策
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

市
長
就
任
以
来
、
公
約
に
掲
げ
て

い
る
た
め
、
力
を
入
れ
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

て
事
業
説
明
を
行
い
、
す
べ
て
の

地
権
者
か
ら
同
意
を
い
た
だ
い
て

い
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

Q
事
業
化
に
向
け
て
、
市
の
担
当

す
る
部
分
と
県
企
業
局
と
の
業
務

の
す
み
分
け
は
。

A
産
業
観
光
部
長　
事
業
化
要
望

ま
で
に
必
要
と
な
る
市
の
主
な
役

割
は
、
地
権
者
の
同
意
取
得
の
ほ

か
、
農
業
振
興
地
域
か
ら
の
除
外

に
向
け
た
調
整
や
地
歴
調
査
の
実

施
。
土
地
改
良
区
や
電
気
、
水
道

な
ど
イ
ン
フ
ラ
事
業
者
と
の
事
前

調
整
な
ど
が
必
要
と
な
る
。
県
企

業
局
で
は
、
本
市
か
ら
の
事
業
化

要
望
を
受
け
、
事
業
化
の
判
断
に

必
要
な
不
動
産
鑑
定
、
用
地
買

収
、
測
量
、
設
計
、
及
び
造
成
工

事
な
ど
産
業
団
地
整
備
に
係
る
大

部
分
を
実
施
す
る
。

団
地
が
で
き
る
と
交
通

の
混
雑
が
予
想
さ
れ
る

た
め
、
市
道
と
県
道
の
交
差
点
に

答
弁
…�

産
業
団
地
が
必
要

み
ど
り
市
発
展
の
考
え
は

録画映像
あります

市民クラブ 阿左美　守 議員
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

答
弁
…�

み
ど
り
市
地
域
公
共
交
通
計
画
の
策
定
に
着
手
す
る

公
共
交
通
と
福
祉
交
通
の

リ
・
デ
ザ
イ
ン(

再
構
築)

の
考
え
は

録画映像
あります

広和クラブ 柴﨑　訓佳 議員

Q
大
間
々
町
内
の
雨
水
排
水
対
策

に
つ
い
て
、
公
共
下
水
路
の
エ
リ

ア
は
い
く
つ
に
分
か
れ
て
い
る
の

か
。

A
都
市
建
設
部
長　
渡
良
瀬
川
を

放
流
先
と
し
て
、
桐
原
区
域
が

４
、
高
津
戸
区
域
が
８
、
計
１２
の

エ
リ
ア
に
区
分
さ
れ
て
い
る
。

Q
大
間
々
町
内
の
下
水
路
事
業

は
、
全
て
完
了
し
て
い
る
か
。

A
都
市
建
設
部
長　
未
完
了
地
区

と
未
実
施
地
区
の
２
地
区
あ
る
。

Q
桐
原
宿
交
差
点
を
終
点
と
す
る

未
完
了
区
域
に
お
い
て
、
現
在
、

冠
水
が
発
生
し
て
い
る
箇
所
が
あ

る
が
対
策
は
。

A
都
市
建
設
部
長　
令
和
３
年
度

に
策
定
し
た
み
ど
り
市
道
路
・
治

水
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
き
対
策
を

講
じ
て
い
る
。

Q
冠
水
箇
所
の
対
策
と
し
て
、
今

後
、
大
間
々
町
区
域
に
お
い
て

も
、
調
整
池
を
設
置
す
る
考
え

生
活
で
必
要
と
な
る
移
動
手
段
に

対
し
、
困
ら
な
い
よ
う
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

Q
市
内
で
は
、
７
台
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
が
運
行
さ
れ
て
い
る
。
車
検

な
ど
の
維
持
管
理
費
を
考
え
る
と

今
後
、
定
時
路
線
バ
ス
に
も
利
用

で
き
る
よ
う
に
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
。

A
総
務
部
長　
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

活
用
策
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
中

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

Q
今
後
の
公
共
交
通
と
福
祉
交
通

の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
総
括

的
な
見
解
は
。

A
市
長　
今
後
は
、
市
の
交
通
政

策
を
推
進
す
る
た
め
の
指
針
と
な

る
み
ど
り
市
地
域
公
共
交
通
計
画

の
策
定
に
着
手
し
、
リ
・
デ
ザ
イ

ン
の
考
え
方
を
踏
ま
え
、
福
祉
や

観
光
な
ど
各
分
野
と
連
携
し
た
公

共
交
通
の
整
備
を
進
め
た
い
。

は
。

A
都
市
建
設
部
長　
雨
水
幹
線
に

接
続
困
難
な
地
域
に
つ
い
て
は
、

必
要
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
電
話
で
バ
ス
に
お
い
て
、
利
用

者
が
い
な
い
地
域
に
バ
ス
停
が
設

置
さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
の
実
態

調
査
を
実
施
し
て
い
る
か
。

A
総
務
部
長　
今
後
、
地
域
の
実

態
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

Q
多
世
代
交
流
館
で
は
、
様
々
な

イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
多
く
の
高
齢
者
が
移
動
手
段

に
困
っ
て
い
る
と
の
声
を
聞
く
。

現
在
進
め
て
い
る
公
共
施
設
等
総

合
管
理
計
画
の
事
業
実
施
に
伴

い
、
高
齢
者
の
足
と
な
る
公
共
交

通
の
取
り
組
み
状
況
は
。

A
総
務
部
長　
公
共
施
設
に
つ
い

て
は
、
効
率
的
な
管
理
と
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
に
向
け
取
り
組
ん

で
い
る
。
全
て
の
市
民
が
、
日
常
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一般質問 一 般 質 問

答
弁
…�

市
民
が
移
動
に
困
ら
な
い
交
通
体
系
を
構
築
し
て
い
く

地
域
交
通
の
今
後
の
展
望
は

録画映像
あります

広和クラブ 中村　正義 議員

Q
電
話
で
バ
ス
の
現
状
は
。

A
総
務
部
長　
１
日
の
平
均
利
用

者
は
令
和
４
年
度
で
55
人
、
令
和

５
年
度
10
月
ま
で
で
63
人
。
令
和

３
年
度
ま
で
は
４
台
、
令
和
４
年

度
以
降
は
５
台
体
制
で
運
行
し
て

い
る
。
費
用
は
、
運
行
経
費
か
ら

運
賃
収
入
を
差
し
引
い
た
額
を
、

運
行
事
業
者
に
対
し
て
補
助
金
と

し
て
支
出
を
し
て
お
り
、
令
和
４

年
度
は
４
８
３
８
万
１
４
１
０
円

を
支
出
し
て
い
る
。

Q
大
間
々
・
笠
懸
路
線
バ
ス
の
現

状
は
。

A
総
務
部
長　
令
和
５
年
１
月
15

日
か
ら
実
証
運
行
を
開
始
し
、
令

和
５
年
10
月
23
日
の
ダ
イ
ヤ
改
正

前
の
利
用
者
は
合
計
で
２
９
９
８

人
、
１
日
平
均
で
10
・
６
人
。
ダ

イ
ヤ
改
正
後
は
11
月
22
日
ま
で
の

数
字
で
合
計
５
２
４
人
、
１
日
平

均
で
約
17
人
、
若
干
利
用
者
が
増

加
し
て
い
る
。
費
用
は
運
行
経
費

か
ら
運
賃
収
入
を
差
し
引
い
た
額

１
８
６
人
。
延
べ
利
用
件
数
は
、

令
和
元
年
度
８
６
６
件
、
令
和
２

年
度
７
９
９
件
、
令
和
３
年
度

９
１
２
件
、
令
和
４
年
度
９
０
２

件
、
令
和
５
年
度
は
令
和
４
年
度

の
同
時
期
と
の
比
で
、
月
平
均
で

３
割
程
度
増
加
し
て
い
る
。

Q
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
含
む
地
域
交

通
の
今
後
の
展
望
は
。

A
総
務
部
長　
全
て
の
市
民
の
方

が
移
動
に
困
ら
な
い
交
通
体
系
を

構
築
す
べ
く
、
国
の
検
討
状
況
を

注
視
し
、
示
さ
れ
た
検
討
結
果
に

つ
い
て
速
や
か
に
確
認
し
、
市
と

し
て
の
考
え
方
を
整
理
し
て
い

く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
家
庭
用
防
犯
カ
メ
ラ
の
助
成
金

の
考
え
は
。

A
危
機
管
理
監　
犯
罪
の
傾
向
や

家
庭
に
お
け
る
防
犯
対
策
の
重
要

性
を
踏
ま
え
、
家
庭
用
防
犯
カ
メ

ラ
設
置
に
対
す
る
補
助
金
に
つ
い

て
現
在
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

を
、
運
行
事
業
者
に
補
助
金
と
し

て
支
出
を
し
て
お
り
、
令
和
４
年

１
月
15
日
か
ら
３
月
31
日
ま
で
の

実
績
で
、
３
１
５
万
２
０
７
２
円

を
支
出
。
令
和
５
年
度
の
運
行

費
補
助
金
に
つ
い
て
は
年
間
約

１
３
０
０
万
円
と
見
込
ん
で
い

る
。

Q
東
町
路
線
バ
ス
の
現
状
は
。

A
総
務
部
長　

令
和
４
年
度

５
０
５
３
人
。
小
中
線
が
６
８
１

人
で
１
日
平
均
１
・
９
人
、
美
術

館
線
が
３
３
７
１
人
で
１
日
平
均

９
・
２
人
、
沢
入
線
が
１
０
０
１

人
で
１
日
平
均
２
・
７
人
。
費
用

は
、
運
行
経
費
か
ら
運
賃
収
入
を

差
し
引
い
た
額
を
補
助
金
と
し
て

支
出
を
し
て
お
り
、
令
和
４
年
度

は
１
１
７
９
万
１
６
９
７
円
を
支

出
し
て
い
る
。

Q
交※

通
空
白
地
有
償
運
送
事
業
の

現
状
は
。

A
東
市
民
生
活
課
長　

登
録
者

は
、
令
和
５
年
10
月
末
時
点
で

※交通空白地有償運送事業…�バスやタクシーなどの公共交通機関だけでは十分な輸送サービスが確保できない場合に、一定の要件
を満たした NPO 法人などが運送主体となり、事前に会員登録した住民などから、タクシーの半額程
度の対価を収受して運行する形態。
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

Q
厚
生
会
館
を
公
民
館
分
館
の
扱

い
に
し
て
、
公
民
館
活
動
を
活
発

化
で
き
な
い
か
。　

A
市
長　
厚
生
会
館
は
廃
止
の
方

針
で
あ
っ
た
が
、
孤
独
孤
立
対
策

推
進
法
に
基
づ
き
、
地
域
の
見
守

り
の
拠
点
と
し
て
引
き
続
き
、
厚

生
会
館
を
使
っ
て
い
た
だ
く
。
今

後
の
公
共
施
設
個
別
施
設
計
画
の

見
直
し
と
併
せ
、
利
用
者
の
意
見

を
し
っ
か
り
聞
き
、
対
応
し
た

い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
消
防
団
で
、
一
番
障
が
い
が
重

い
障
が
い
を
負
っ
た
と
き
、
ど
の

よ
う
な
補
償
が
受
け
ら
れ
る
か
。

A
総
務
部
長　
一
例
と
し
て
、
副

分
団
長
ク
ラ
ス
で
、
一
時
金
が

１
９
０
０
万
円
く
ら
い
支
給
さ
れ

る
。

Q
２
０
０
０
万
円
ほ
ど
の
補
償
で

は
、
金
額
と
し
て
低
す
ぎ
な
い

か
。

A
総
務
部
長　
一
時
金
以
外
に
次

年
度
以
降
、
年
金
な
ど
が
給
付
さ

れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
今

収
額
に
つ
い
て
教
え
て
欲
し
い
。　

A
市
民
部
長　
令
和
４
年
の
実
績

に
よ
る
と
寄
付
額
は
２
６
６
３
万

７
０
０
０
円
で
、
経
費
が
６
２
６

万
２
０
０
０
円
。
差
し
引
き
実
質

収
入
額
は
２
０
３
７
万
５
０
０
０

円
。
市
税
減
収
額
は
５
４
３
６
万

６
０
０
０
円
。
減
収
額
の
75
％
は

国
か
ら
交
付
税
措
置
さ
れ
る
の

で
、
実
質
減
収
額
は
１
３
５
９
万

１
０
０
０
円
。
差
し
引
き
６
７
８

万
４
０
０
０
円
の
プ
ラ
ス
と
な
っ

て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
葬
祭
場
の
高
松
聖
苑
か
ら
北
上

し
、
上
毛
電
鉄
踏
切
ま
で
の
間
の

市
道
狭
小
幅
員
解
消
を
早
急
に
お

願
い
し
た
い
。

A
都
市
建
設
部
長　
地
元
区
長
か

ら
も
陳
情
書
が
提
出
さ
れ
て
お

り
、
ま
ず
地
権
者
と
の
交
渉
を
進

め
て
い
き
た
い
。
用
地
の
確
保
が

万
一
難
し
い
場
合
で
も
路
面
標
示

な
ど
安
全
対
策
を
検
討
し
た
い
。

後
団
員
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
産
後
間
も
な
い
母
親
の
心
と
体

の
ケ
ア
を
行
う
産
後
ケ
ア
事
業

で
、
み
ど
り
市
の
料
金
設
定
は
高

い
の
で
は
。

A
健
康
づ
く
り
局
長　
自
己
負
担

額
は
近
隣
と
比
較
し
て
割
高
な
面

が
あ
る
の
で
、
検
討
し
た
い
。

Q
産
後
ケ
ア
実
施
施
設
に
桐
生
市

で
は
入
っ
て
い
る
桐
生
厚
生
総
合

病
院
と
桐
育
乳
児
園
を
加
え
て

は
。

A
健
康
づ
く
り
局
長　
来
年
度
に

向
け
て
前
向
き
に
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
空
き
家
問
題
に
つ
い
て
、
管
理

不
全
空
き
家
と
い
う
新
し
い
手
段

が
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
制
度
の
利

用
は
。

A
都
市
建
設
部
長　
特
定
空
き
家

の
認
定
、
空
き
家
の
活
用
も
含
め

て
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
ふ
る
さ
と
納
税
の
収
入
額
と
減

答
弁
…
差
し
引
き
６
７
８
万
４
０
０
０
円
、
収
入
が
多
い

ふ
る
さ
と
納
税
の
収
入
額
と
減
収
額
は

み
ど
り
市

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

み
ど
モ
ス

ふるさと納税は、応援したい自治体に寄附という形で貢献できる制度で、みどり市では ｢ふるさと思いやり寄附金 ｣として
受け付けています。寄附の際には、寄附金の使い道を選ぶことができ、お礼として地域の名産品を受け取ることができます。

これからも、魅力あるまちづくりを進めてまいりますので、みどり市へのご支援をよろしくお願いいたします。

みどり市は、群馬県の東部に位置し、渡良瀬
川が市の南北に流れる自然の豊かな地域です。

市内にはわたらせ渓谷鐵道や富弘

美術館、岩宿遺跡など多くの見

所がありますので、是非お出か

けください。 GUNMA

みどり市

【37】 赤城山1.8L辛口
【78】  みどり市東町産コシヒカリ 白米 

15kg 新米 【128】 おざわのおせち3段重(そば4人前付き)

【25】 焼きまんじゅう 【73】 わたらせ渓谷鐵道「トロッコ列車の旅セット」

【224】 ビーズクッションレゴリス

【31】 天国のぶた（プリン）

【1】 ミニトマト 1kg

高津戸峡

ふるさと思いやり寄附金【ふるさと納税】

みどり市
自慢の品をお送りしますみどり市
自慢の品をお送りします

【146】 こんにゃくアイス（10 本入り）

【172】 上州牛ハンバーグ 1kg（200g×5個）

※返礼品の内容等は変更になる場合があります。

録画映像
あります

広和クラブ 深澤　輝彦 議員

みどり市　議会だより [2024年2月5日　70号]　17



一般質問 一 般 質 問

答
弁
…
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
た
い

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
な
ど
の
非
常
勤
の
特
別
採

用
は

録画映像
あります

市民クラブ 金子　勇人 議員

Q
奨
学
金
返
還
支
援
事
業
導
入
へ

の
見
解
は
。

A
総
務
部
長　
就
職
し
た
い
職
種

や
企
業
が
あ
る
前
提
の
下
で
こ
の

支
援
が
生
き
て
く
る
。
こ
の
制
度

が
あ
っ
た
か
ら
Ｕ
タ
ー
ン
し
た
人

と
、
な
く
て
も
Ｕ
タ
ー
ン
す
る
予

定
で
あ
っ
た
の
か
は
制
度
上
の
区

分
が
難
し
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活

用
し
た
移
住
促
進
の
現
状
と
今
後

の
必
要
性
は
。

A
総
務
部
長　
子
育
て
世
代
に
本

市
に
移
住
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

取
り
組
む
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
活
用
し
た
情
報
発
信
が
効

果
的
と
考
え
、
令
和
６
年
２
月
に

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

を
予
定
し
て
お
り
、
移
住
定
住
情

報
の
特
設
サ
イ
ト
も
構
築
予
定
。

Q
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
な
ど
の
非

常
勤
の
特
別
採
用
に
つ
い
て
の
見

解
は
。

A
総
務
部
長　
選
択
肢
の
⼀
つ
と

し
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。

の
見
解
は
。

A
教
育
部
長　
非
認
知
能
力
は
点

数
化
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
が
、

学
力
向
上
の
見
え
る
化
の
検
証
に

つ
い
て
は
、
国
が
全
国
学
力
学
習

状
況
調
査
を
行
っ
て
お
り
、
令
和

４
年
度
の
学
習
状
況
調
査
で
は
本

市
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
使
用
頻
度
は

全
国
や
群
馬
県
に
比
べ
て
か
な
り

高
い
。

Q
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ

ー
の
配
置
状
況
、
実
務
家
教
員
や

官
⺠
連
携
の
可
能
性
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

A
教
育
部
長　
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー

ル
⽀
援
員
を
配
置
し
、
市
内
全
校

を
訪
問
し
な
が
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果

的
な
活
用
状
況
の
調
査
を
行
い
、

指
導
、
助
言
、
教
職
員
に
対
し
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
に
よ
る
業
務
の
効
率
化

を
行
っ
て
お
り
、
市
全
体
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
⽤
推
進
に
向
け
て
⼤
き
な
成

果
を
得
て
い
る
。
専
門
的
な
知
識

や
技
能
が
必
要
と
な
る
も
の
は
、

大
学
や
民
間
企
業
と
連
携
し
て
プ

ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
室
を
開
催
し
て

い
る
。

移
住
を
考
え
る
全
国
⺠

に
対
し
て
、
み
ど
り
市

の
存
在
を
知
っ
て
も
ら
わ
な
け
れ

ば
選
択
肢
に
す
ら
入
れ
て
も
ら
う

こ
と
が
で
き
な
い
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
パ※

ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
ド
広
告
を
活
用
す

る
な
ど
、
ま
ず
は
み
ど
り
市
の
存

在
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
施
策

検
討
を
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
少
子
化
対
策
と
⾼
齢
化
対
策
の

財
政
バ
ラ
ン
ス
の
今
後
の
見
直
し

に
つ
い
て
は
。

A
保
健
福
祉
部
長　
本
市
の
支
え

合
い
の
現
状
や
今
後
の
推
移
を
確

認
し
、
行
う
べ
き
少
子
化
対
策
と

高
齢
化
対
策
の
新
た
な
事
業
や
財

源
な
ど
を
含
め
、
市
民
各
世
代
か

ら
ご
意
見
を
伺
い
検
討
し
た
と
こ

ろ
。
既
存
事
業
か
ら
新
事
業
に
転

換
を
し
て
充
実
を
図
り
、
給
付
と

負
担
の
バ
ラ
ン
ス
を
改
善
す
る
こ

と
で
、
持
続
可
能
な
支
え
合
い
と

な
る
と
考
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
Ｇ※

Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に
お

け
る
学
力
向
上
の
見
え
る
化
へ
の

事
業
の
有
無
と
必
要
性
に
つ
い
て

※パーソナライズド広告…ユーザーの属性や行動履歴などのデータを基に配信される WEB 広告。
※ＧＩＧＡスクール構想…�2019 年に開始された、全国の児童・生徒１人に１台のコンピューターと高速ネットワークを整備する

文部科学省の取り組み。
みどり市　議会だより 18



一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

Q
交
通
弱
者
の
た
め
の
ド
ア
ツ
ー

ド
ア
方
式
の
送
迎
の
考
え
は
。

A
総
務
部
長　
移
動
が
困
難
と
い

う
人
に
対
し
、
実
態
を
把
握
し
、

対
応
策
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ

ば
と
考
え
て
い
る
。

Q
路
線
バ
ス
は
通
勤
通
学
や
買
物

な
ど
に
利
用
で
き
る
か
。

A
総
務
部
長　
大
間
々
笠
懸
路
線

バ
ス
は
ダ
イ
ヤ
改
正
後
、
学
生
の

利
用
に
つ
な
が
っ
た
。
さ
ら
な
る

増
加
に
向
け
、
使
い
や
す
い
路
線

バ
ス
を
目
指
し
取
り
組
む
。

Q
若
者
や
子
ど
も
が
親
し
み
を
感

じ
、
乗
車
に
つ
な
が
る
よ
う
、
路

線
バ
ス
に
み
ど
モ
ス
の
ラ
ッ
ピ
ン

グ
を
し
て
は
。

A
総
務
部
長　
電
気
バ
ス
の
運
行

を
令
和
６
年
５
月
頃
に
予
定
し
て

い
る
た
め
参
考
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
競
艇
事
業
の
売
り
上
げ
に
対
す

る
運
営
委
託
費
の
比
率
は
。

A
競
艇
事
業
局
長　
平
成
１６
年
か

ら
平
成
２８
年
度
ま
で
は
約
２
％
か

し
て
い
な
い
。

Q
唐
津
市
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
争

事
業
で
は
９
６
０
億
円
の
売
り
上

げ
に
対
し
、市
の
収
入
が
40
億
円
。

本
市
の
営
業
利
益
配
分
の
協
議
は

行
わ
れ
る
の
か
。

A
競
艇
事
業
局
長　
リ
ス
ク
を
排

除
し
た
安
定
収
入
を
基
本
に
、
平

成
16
年
度
以
降
、
現
体
制
と
な
っ

た
。
売
り
上
げ
に
応
じ
た
配
分
を

求
め
る
べ
く
、
昨
年
度
か
ら
交
渉

を
続
け
て
い
る
。

Q
新
規
契
約
の
協
議
に
、
議
会
か

ら
の
参
加
は
。
ま
た
、
競
艇
事
業

の
直
営
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

A
市
長　
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
場
が
あ

る
か
ら
他
市
と
は
違
う
と
、
市
民

が
思
え
る
よ
う
地
域
貢
献
に
つ
な

が
る
施
策
を
展
開
し
た
い
。
競
艇

事
業
の
運
営
は
現
在
の
包
括
委
託

方
式
を
基
本
に
、
収
益
配
分
の
交

渉
を
進
め
て
い
る
。
本
市
に
リ
ス

ク
が
あ
る
直
営
に
よ
る
事
業
運
営

は
覚
悟
が
必
要
だ
。

ら
３
％
、平
成
２９
年
度
は
約
４
％
、

令
和
２
年
度
以
降
は
約
６
％
の
運

営
委
託
費
と
な
る
。

Q
運
営
委
託
の
開
始
時
、
売
り
上

げ
に
対
す
る
比
率
を
協
議
し
た

か
。

A
競
艇
事
業
局
長　
収
益
を
得
る

た
め
の
契
約
で
合
意
し
、
委
託
費

は
交
渉
し
て
な
い
。

Q
平
成
１７
年
の
桐
生
競
艇
場
附
帯

業
務
請
負
契
約
書
に
は
運
営
委
託

費
の
条
項
が
な
く
、
第
１６
条
で
定

め
の
な
い
事
項
ま
た
は
条
項
に
疑

義
が
生
じ
た
と
き
は
、
甲
乙
協
議

し
、
こ
れ
を
定
め
る
と
あ
る
が
、

協
議
し
た
か
。

A
競
艇
事
業
局
長　
疑
義
が
な
い

の
で
、
協
議
し
て
い
な
い
。

Q
平
成
２３
年
度
以
降
の
運
営
会
社

か
ら
議
会
へ
の
収
支
報
告
書
の

提
出
は
。

A
競
艇
事
業
局
長　
平
成
２２
年
度

ま
で
は
、
議
会
の
勉
強
会
で
数
値

を
示
し
た
。平
成
２３
年
度
以
降
は
、

外
部
に
流
出
し
た
こ
と
か
ら
提
出

答
弁
…�

本
市
に
リ
ス
ク
が
あ
る
直
営
に
よ
る
事
業
運
営
は
覚
悟
が
必

要

競
艇
事
業
の
直
営
に
つ
い
て
の
考
え
は

録画映像
あります

日本共産党クラブ 石原 真理子 議員
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一般質問 一 般 質 問

Q
み
ど
り
市
で
は
、
２
０
５
０
年

に
向
け
「
み
ど
り
５
つ
の
ゼ
ロ
宣

言
」
を
し
た
が
、
達
成
に
向
け
て

の
対
策
は
。

A
市
民
部
長　

目
標
達
成
に
向

け
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
「
ゼ

ロ
」
で
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
理
解
、
利
用
促
進
を
図
る
と

と
も
に
、
環
境
に
優
し
い
移
動
手

段
の
促
進
、
ま
た
公
用
車
の
Ｅ
Ｖ

化
を
進
め
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
も
目
指

す
。
食
品
ロ
ス
「
ゼ
ロ
」
で
は
、

事
業
者
、
家
庭
か
ら
の
廃
棄
食
品

削
減
を
推
進
し
、
食
べ
き
り
協
力

店
に
よ
る
食
品
ロ
ス
の
削
減
や
、

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
事
業
、
食
育
の

推
進
の
取
り
組
み
を
行
う
。

Q
交
通
空
白
地
有
償
運
送
の
拡
充

が
な
さ
れ
た
中
、
東
町
路
線
バ
ス

の
運
行
見
直
し
が
喫
緊
の
課
題
で

は
。

A
総
務
部
長　
現
在
、
休
館
中
の

サ
ン
レ
イ
ク
草
木
方
面
も
運
行
と

カ
メ
ラ
設
置
を
関
係
機
関
と
協
議

す
る
考
え
は
。

A
総
務
部
長　

防
犯
カ
メ
ラ
な

ど
、
ど
こ
に
設
置
す
る
の
が
効
果

的
な
の
か
を
含
め
検
討
す
る
。
地

域
の
方
の
必
要
な
部
分
も
確
認
す

る
中
で
検
討
す
る
。

Q
防
災
行
政
無
線
の
防
犯
へ
の
運

用
の
進
捗
は
。

A
総
務
部
長　
現
在
、
個
別
受
信

機
を
地
域
別
に
流
せ
る
よ
う
進
め

て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
東
町

区
長
会
で
意
見
を
聞
き
、
効
果
的

な
運
用
を
検
討
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
住
居
手
当
の
加
算
に
対
す
る
効

果
は
。

A
総
務
部
長　
職
員
市
内
在
住
に

よ
る
住
民
税
向
上
を
見
込
ん
で
い

た
が
、
令
和
５
年
１１
月
時
点
で

も
、
職
員
市
内
在
住
率
は
48
・
９

％
に
留
ま
っ
て
い
る
。

な
っ
て
お
り
、
Ｃ
Ｏ
２
削
減
と
い

う
意
味
で
も
、
早
い
時
期
に
改
正

で
き
る
よ
う
進
め
た
い
。

Q
あ
ず
ま
小
中
学
校
の
ス
ク
ー
ル

バ
ス
入
れ
替
え
の
考
え
は
。

A
教
育
部
長　
あ
ず
ま
小
学
校
統

合
以
来
、
２２
年
間
運
行
し
て
お

り
、
車
検
や
維
持
費
な
ど
多
く
の

経
費
が
か
か
る
状
況
で
あ
る
。
利

用
者
の
推
移
を
見
通
し
、
環
境
へ

の
配
慮
も
踏
ま
え
、
早
期
に
入
れ

替
え
の
検
討
を
す
る
。

Q
狭
い
道
路
を
大
型
バ
ス
が
児

童
、
生
徒
を
送
迎
す
る
が
、
安
全

対
策
は
。

A
教
育
長　
毎
年
度
、
始
業
時
期

に
市
職
員
と
運
転
手
で
危
険
な
箇

所
を
見
回
り
、
学
期
始
め
に
は
市

職
員
が
乗
車
し
、
子
ど
も
た
ち
の

様
子
を
確
認
し
て
い
る
。
安
全
指

導
の
徹
底
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Q
防
犯
抑
止
効
果
と
し
て
、
防
犯

答
弁
…
Ｃ
Ｏ
２
削
減
や
、
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
削
減
に
努
め
る

み
ど
り
５
つ
の
ゼ
ロ
宣
言
達
成
に
向
け
て
は

重重点点取取組組 人人材材育育成成

重重点点取取組組 再再生生可可能能エエネネルルギギーーのの利利用用増増進進

重重点点取取組組 ごごみみ排排出出量量削削減減のの推推進進

宣宣言言１１ 自自然然災災害害にによよるる死死者者「「ゼゼロロ」」

宣宣言言２２ 温温室室効効果果ガガスス排排出出量量「「ゼゼロロ」」

宣宣言言３３ 災災害害時時のの停停電電「「ゼゼロロ」」

宣宣言言２２ 温温室室効効果果ガガスス排排出出量量「「ゼゼロロ」」

宣宣言言４４ ププララススチチッッククごごみみ「「ゼゼロロ」」

宣宣言言５５ 食食品品ロロスス「「ゼゼロロ」」

宣宣言言１１ 自自然然災災害害にによよるる死死者者「「ゼゼロロ」」

宣宣言言２２ 温温室室効効果果ガガスス排排出出量量「「ゼゼロロ」」

宣宣言言３３ 災災害害時時のの停停電電「「ゼゼロロ」」

宣宣言言４４ ププララススチチッッククごごみみ「「ゼゼロロ」」

宣宣言言５５ 食食品品ロロスス「「ゼゼロロ」」

2200｢｢5500｣｣年年にに向向けけたた「「５５つつののゼゼロロ」」をを目目指指すすたためめ、、

みみどどりり市市のの市市章章にに「「５５」」をを組組みみ合合わわせせたたモモスス！！

３３つつのの木木はは「「再再生生可可能能エエネネルルギギーーのの利利用用増増進進」」「「ごごみみ排排出出量量のの削削減減」」

「「人人材材育育成成」」とといいっったた重重点点的的なな取取組組のの柱柱をを表表すすとと共共にに、、

未未来来ののここどどももたたちちのの笑笑顔顔ののたためめ、、市市・・市市民民・・事事業業者者がが

協協働働ししてて５５つつののゼゼロロをを目目指指すすここととをを表表ししてていいるるモモスス！！

市市 市市
民民

事事

業業

者者

協協 働働

みどり市マスコットキャラクター
「みどモス」

22005500年年にに向向けけたた

「「みみどどりり５５つつののゼゼロロ宣宣言言」」
～～未未来来ののここどどももたたちちのの笑笑顔顔ののたためめにに // 環環境境にに配配慮慮ししたた持持続続可可能能ななままちち、、みみどどりり～～

録画映像
あります

広和クラブ 古田島 和茂 議員
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一般質問 発言者の責任のもと質問の主旨を掲載しています。

Q
適
正
な
人
員
配
置
は
。

A
総
務
部
長　
業
務
量
調
査
の
結

果
を
も
と
に
、
令
和
５
年
度
は
、

人
員
配
置
を
行
っ
た
が
、
正
規
職

員
数
が
不
足
し
て
い
る
課
は
、
会

計
年
度
任
用
職
員
を
配
置
し
て
い

る
状
況
。
職
員
の
適
正
配
置
は
、

業
務
量
調
査
で
各
課
必
要
な
職
員

数
は
４
３
８
人
。
こ
れ
に
向
け
、

今
後
職
員
採
用
を
行
う
。

Q
人
員
不
足
に
つ
い
て
の
考
え

は
。

A
市
長　
業
務
量
調
査
で
職
員
が

不
足
し
て
い
る
こ
と
を
認
識
し

た
。
今
後
は
効
果
が
見
込
め
な

い
。
事
業
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
、
デ
ジ

タ
ル
化
に
よ
る
業
務
効
率
化
を
図

り
、
業
務
量
を
削
減
し
、
必
要
な

人
員
を
確
保
す
る
こ
と
で
職
員
が

生
き
生
き
と
働
く
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
整
え
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

Q
職
員
へ
の
処
遇
改
善
は
。

げ
て
い
き
た
い
。

み
ど
り
市
は
、
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
が
95
・

４
。
他
市
と
比
べ
て
低
い
の
で

１
０
０
に
近
づ
け
て
い
た
だ
き
た

い
。

Q
人
材
へ
の
投
資
に
つ
い
て
の
考

え
は
。

A
市
長　
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

た
め
に
は
、
職
員
の
資
質
向
上
は

必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
給
与
面
で

処
遇
改
善
を
図
る
と
と
も
に
、
積

極
的
に
研
修
を
行
い
、
人
材
を
育

成
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
ま

た
、
適
正
な
職
員
数
を
確
保
す
る

こ
と
で
、
移
住
定
住
施
策
や
「
み

ど
り
５
つ
の
ゼ
ロ
宣
言
」
の
さ
ら

な
る
推
進
な
ど
、
職
員
個
々
に
新

た
な
施
策
を
生
み
出
す
時
間
も
生

ま
れ
、
よ
り
住
み
や
す
い
市
へ
の

発
展
に
貢
献
で
き
る
体
制
と
し
て

強
化
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

A
総
務
部
長　
職
員
の
給
料
に
つ

い
て
、
若
年
層
の
職
員
の
昇
格

が
、
他
市
に
比
べ
遅
れ
て
い
る
運

用
で
あ
っ
た
。
今
後
昇
給
の
見
直

し
を
行
い
、
職
員
の
昇
給
を
改
善

し
た
い
。
ま
た
、
業
務
量
の
偏
り

を
な
く
し
、
時
間
外
勤
務
を
削
減

し
、
年
次
有
給
休
暇
を
取
得
し
や

す
い
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
、

職
員
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

を
改
善
し
た
い
。

Q
職
員
の
他
市
と
の
賃
金
差
は
。

A
総
務
部
長　
昇
格
の
ス
ピ
ー
ド

が
、
他
市
と
比
較
し
て
遅
く
な
っ

て
い
る
。
給
料
額
も
低
く
な
っ
て

い
る
。
ラ※

ス
パ
イ
レ
ス
指
数
を
見

る
と
、
本
市
は
、
令
和
４
年
４
月

１
日
の
数
字
で
95
・
４
。
県
内
12

市
の
平
均
98
・
９
と
比
べ
て
３
・

５
ポ
イ
ン
ト
低
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

を
引
き
上
げ
て
い
く
こ
と
で
職
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な

答
弁
…
給
料
額
が
低
く
な
っ
て
い
る

職
員
の
他
市
と
の
賃
金
差
は

録画映像
あります

市民クラブ 堀内　利之 議員

※ラスパイレス指数…�地方公務員と国家公務員の給料水準を、国家公務員の職員構成を基準として、学歴別、経験年数別に平均給
料月額を比較し、国家公務員の給料を１００とした場合の地方公務員の給料水準を指数で示したもの。
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委員長
藤生吉顕

委員
塩野央弥

委員
中村正義

委員
石原真理子

副委員長
金子勇人

委員
深澤輝彦

委員
堀内利之

日 月 火 水 木 金 土

２/14（水）全員協議会　当初予算の説明等

17

18 19 20
本会議
施政方針

長提出議案上程

21
（休会）

22
（休会）

23
（休会）

24
（休会）

25
（休会）

26
（休会）

27
本会議
一般質問

28
本会議
一般質問

29
（休会）

３/１
本会議
一般質問

２
（休会）

３
（休会）

４
本会議
総括質疑→委員会付託

予算特別委員会①

５
本会議
長提出議案への質疑

→委員会付託

６
（休会）

７
（休会）

予算特別委員会②

８
（休会）

予算特別委員会③

９
（休会）

10
（休会）

11
（休会）

予算特別委員会④

12
（休会）

市民福祉常任委員会

13
（休会）

14
（休会）

経済建設常任委員会

15
（休会）

総務文教常任委員会

16
（休会）

17
（休会）

18
（休会）

19
（休会）

20
（休会）

21
本会議
委員長報告

質疑〜討論〜採決

　　は傍聴できます
開始時間は全て９時 30分です

本会議はインターネット生配信の予定です

は配信予定日です

開会

閉会

令和５年第４回定例会は、11 月 28 日から 12 月 18 日までの 21

日間の日程で開催されました。本議会においては、人事案件１件、一般議案 11 件、議会議案２件、請願３件、一般会計・

特別会計補正予算 11 件が審議に付され、３ページのとおり議決されました。

　議会は傍聴が可能です。本会議が一番重要な会議であることは言うまでもありませんが、議員は事前に各委員会協議会

や全員協議会で執行部から細かい説明を受けております。市民の皆さまには本会議前の全員協議会を傍聴していただくこ

とをおすすめします。丸１日の日程の中で、今どんなことがみどり市で議題になっているのか把握できます。多くの市民

の皆さまが議会に関心を持っていただけたらと思います。

（深澤 輝彦）

次
回
の
定
例
会
は
２
月
20
日（
火
）開
会
予
定
で
す

み ど り 市 議 会 掲 示 板

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／http://w

w
w

.city.m
idori.gunm

a.jp/gikai/
○
編
集
／
み
ど
り
市
議
会
広
報
特
別
委
員
会　
○
印
刷
／
山
進
社
印
刷
㈱

○
発
行
／
み
ど
り
市
議
会

〒
３
７
６
―
０
１
９
２　
群
馬
県
み
ど
り
市
大
間
々
町
大
間
々
１
５
１
１

電
話 

０
２
７
７
�
１
９
７
０　
Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
２
７
７
�
１
９
５
２

３月定例会（予定） 会期：２月20日〜３月21日

傍聴に関することは、みどり市のホームページをご覧いただくか、
議会事務局（TEL. 0277-76-1970　FAX. 0277-76-1952）までお問い合わせください。
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